



Applying Econometric Forecasting 
to Estimate the Impact 
of Discounted Highway Tolls: 
Model for Kansai Region
入　江　啓　彰
　　A regional econometric model is often used in analysing regional 
economies.  In this paper, we construct the Kansai Econometric Forecasting 
model.  This model can forecast of economic index in Kansai region in 
short-term.  And, we clarify the influence on the Kansai economy when 



























































































































































が実施された 2009年 3月から 4月にかけて 97.0から 91.6と 5.6%下落して




6)　 首都高速や阪神高速といった大都市近郊の高速道路は除く。なお 2009年 7月 8日から平日
昼間割引の時間拡大・距離制限、回数制限の緩和が実施されている。
7)　 首都高速や阪神高速といった大都市近郊の高速道路は除く。大都市近郊では、土・日・祝
日の午前 6時から午後 10時までは最大 30%割引、午前 0時から午前 6時及び午後 10時か
ら午前 0時までは最大 50%割引となる。
8)　 この結果は全国値である。首都高速が料金割引の対象外となっている東京都区部の有料道






間のうち、休日特別割引が適用された 8月 6日～ 9日、13日～ 16日は前年
比プラスであったが、休日特別割引が適用されなかった 8月 10日～ 12日は
前年比マイナスであった。関西の主要区間では、名神高速の彦根～八日市間
で前年比 +16.8%（+12,400台 / 日）、名神高速の大山崎～茨木間で同 +4.3%
（+6,600台 /日）、阪和道のみなべ～南紀田辺間で同+12.4%（+2,100台 /日）
となった。交通量の増加に伴い混雑度は悪化し、10km以上の渋滞の発生件
数は前年同時期と比べ 64%増（2009年 498回、2008年 303回）、30km以上















9)　 NEXCO西日本ホームページによる。お盆時期とは 2009年 8月 6日（木曜）から 16日（日

















































乗法である。推定期間は、需要項目の推定式は 1981年度から 2005年度の 25








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ケース 1 ケース 2 ケース 1 ケース 2
観光消費額
2009年 37,554 68,606 2.24% 4.10%
2010年 36,783 139,706 2.25% 8.53%
2年間合計 74,337 208,312 ―　 ―　
域内総生産
2009年 35,540 64,940 0.04% 0.07%
2010年 33,680 130,240 0.04% 0.15%
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